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法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
は
、
沖
縄
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
米
軍
占
領
下
か
ら
日
本
に
復
帰
し
た
一
九
七
二
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
母
体
と
な
っ
た
の
は
、
評
論
家
・
中
野
好
夫
が
私
費
を
投
じ
て
設
け
た
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
が
収
集
し
た
復
帰
運
動
に
関
す
る
膨
大
な
史
資
料
群
で
あ
っ
た
。
新
崎
盛
暉
氏
は
、
中
野
の
右
腕
と
な
っ
て
そ
う
し
た
史
資
料
の
収
集
と
整
理
に
あ
た
ら
れ
た
。
つ
ま
り
沖
縄
文
化
研
究
所
の
設
立
に
も
っ
と
も
実
質
的
に
貢
献
さ
れ
た
方
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
氏
は
研
究
所
設
立
後
も
ず
っ
と
研
究
所
に
温
か
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
私
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
氏
が
亡
く
な
ら
れ
て
か
ら
す
で
に
、
二
年
近
く
が
経
つ
。
こ
の
時
期
に
、
氏
の
追
悼
を
特
集
す
る
の
は
遅
き
に
失
し
て
い
る
と
の
ご
批
判
を
免
れ
ま
い
が
、『
沖
縄
文
化
研
究
』
誌
が
年
一
回
の
刊
行
で
あ
る
と
い
う
足
回
り
の
悪
さ
に
起
因
す
る
も
の
と
ご
了
解
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
を
機
に
改
め
て
、
氏
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
そ
の
遺
志
を
受
け
継
ぐ
研
究
所
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
・
所
長
　
中
　
俣
　
　
　
均
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新
崎
盛
暉
　
年
譜
一
九
三
六
年
　
一
月
二
七
日 
現
在
の
東
京
都
杉
並
区
天
沼
で
、
父
・
新
崎
盛
忠
、
母
・
タ
ヲ
の
長
男
と
し
て
誕
生
。
一
九
四
二
年
　
六
歳 
高
砂
国
民
学
校
入
学
。
一
九
四
三
年
　
七
歳 
肺
門
リ
ン
パ
腺
炎
で
長
期
欠
席
の
た
め
、
一
年
生
を
留
年
。
一
九
四
五
年
　
九
歳 
福
岡
を
経
て
、
熊
本
県
葦
北
郡
佐
敷
町
に
疎
開
、
佐
敷
国
民
学
校
三
年
編
入
。
一
九
四
六
年
　
一
〇
歳 
江
戸
川
区
小
岩
の
父
の
友
人
宅
で
父
と
合
流
。
小
岩
国
民
学
校
四
年
に
編
入
。
 
夏
ご
ろ
、
現
在
の
墨
田
区
横
川
橋
に
あ
っ
た
専
売
局
焼
け
跡
の
官
舎
に
転
居
。
 
柳
島
国
民
学
校
四
年
に
編
入
。
　
一
九
四
九
年
　
一
三
歳 
日
本
大
学
第
一
中
学
校
入
学
。
一
九
五
二
年
　
一
六
歳 
都
立
小
山
台
高
校
入
学
。
一
九
五
三
年
　
一
七
歳 
高
校
で
沖
縄
戦
災
校
舎
復
興
資
金
募
集
運
動
を
行
う
。
一
九
五
六
年
　
二
〇
歳 
東
京
大
学
教
養
学
部
文
科
二
類
入
学
。
一
九
五
八
年
　
二
二
歳 
文
学
部
社
会
学
科
進
学
、
日
高
六
郎
ゼ
ミ
に
入
る
。
新
聞
研
究
所
研
究
生
。
一
九
五
九
年
　
二
三
歳 
戦
後
初
め
て
の
沖
縄
訪
問
。
豊
平
良
顕
、
兼
次
佐
一
、
平
良
幸
市
ら
と
会
う
。
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一
九
六
〇
年
　
二
四
歳 
六
〇
年
安
保
闘
争
。
中
野
好
夫
と
の
出
会
い
。
一
九
六
一
年
　
二
五
歳 
 
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
業
。
卒
業
論
文
は
「
日
本
復
帰
運
動
の
研
究
―
沖
縄
問
題
理
解
の
た
め
の
覚
書
」。
沖
縄
資
料
セ
ン
タ
ー
（
六
〇
〜
七
二
年
）
と
都
庁
の
「
二
足
の
草
鞋
」
生
活
始
ま
る
。
文
京
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
―
と
な
る
。
霜
多
正
次
、
国
場
幸
太
郎
、
新
里
恵
二
、
由
井
晶
子
、
古
波
倉
正
偉
、
岡
本
恵
徳
ら
と
沖
縄
問
題
研
究
会
（
〜
六
三
年
）
一
九
六
二
年
　
二
六
歳 
「
沖
縄
総
選
挙
終
わ
る
」（「
日
本
の
潮
」『
世
界
』
六
三
年
一
月
号
）
※
無
署
名
一
九
六
三
年
　
二
七
歳 
「
転
機
に
立
つ
祖
国
復
帰
運
動
―
沖
縄
問
題
の
現
段
階
」（『
世
界
』
七
月
号
）
一
九
六
四
年
　
二
八
歳 
 
阿
波
根
昌
鴻
と
伊
江
島
を
ま
わ
る
。「
一
二
回
目
の
『
屈
辱
の
日
』
―
沖
縄
の
四
月
二
八
日
」（『
世
界
』
七
月
号
）、「
占
領
下
の
伊
江
島
―
そ
の
苦
難
と
闘
い
の
歴
史
」
（『
世
界
』
八
月
号
）
※
筆
名
・
新
田
暉
夫
。
梅
田
正
己
と
知
り
合
う
。
一
九
六
五
年
　
二
九
歳 
『
沖
縄
問
題
二
十
年
』（
中
野
好
夫
と
共
著
、
岩
波
新
書
）
一
九
六
六
年
　
三
〇
歳 
吉
田
恵
子
と
結
婚
。「
岐
路
に
立
つ
沖
縄
―
基
地
と
施
政
権
」（『
世
界
』
八
月
号
）
一
九
六
七
年
　
三
一
歳 
長
男
盛
吾
生
ま
れ
る
。「
沖
縄
戦
後
史
〈
年
表
と
解
説
〉」（『
世
界
』
八
月
号
）
一
九
六
八
年
　
三
二
歳 
 『
沖
縄
問
題
基
本
資
料
集
』（
南
方
同
胞
援
護
会
）、『
沖
縄
返
還
と
70
年
安
保
』
 
（
現
代
評
論
社
）
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一
九
六
九
年
　
三
三
歳 
『
戦
後
資
料
沖
縄
』（
日
本
評
論
社
）、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
沖
縄
闘
争
』（
亜
紀
書
房
）
一
九
七
〇
年
　
三
四
歳 
『
沖
縄
・
70
年
前
後
』（
中
野
好
夫
と
共
著
、
岩
波
新
書
）
一
九
七
三
年
　
三
七
歳 
「
沖
縄
大
学
廃
校
処
分
撤
回
闘
争
を
支
援
す
る
会
」
結
成
。『
沖
縄
の
歩
い
た
道
』
 
（
ポ
プ
ラ
社
）
一
九
七
四
年
　
三
八
歳 
 
沖
縄
タ
イ
ム
ス
に
「
試
論
・
沖
縄
戦
後
史
」
連
載
。
沖
縄
大
学
へ
赴
任
、
那
覇
市
へ
移
住
。「
C
T
S
阻
止
闘
争
を
拡
げ
る
会
」
を
結
成
。
一
九
七
五
年
　
三
九
歳 
 
沖
縄
大
学
法
経
学
部
教
授
に
昇
任
。
日
本
文
化
界
友
好
訪
華
団
（
第
二
次
）
の
一
員
と
し
て
中
国
を
訪
問
（
初
め
て
の
外
国
旅
行
）。
一
九
七
六
年
　
四
〇
歳 
 
次
男
盛
太
生
ま
れ
る
。『
戦
後
沖
縄
史
』（
日
本
評
論
社
）、『
沖
縄
戦
後
史
』（
中
野
好
夫
と
共
著
、
岩
波
新
書
）
一
九
七
七
年
　
四
一
歳 
『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
創
刊
。「
沖
縄
戦
後
史
論
序
説
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
四
号
）
一
九
七
八
年
　
四
二
歳 
 
第
五
回
伊
波
普
猷
賞
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
受
賞
。
沖
縄
大
学
図
書
館
長
。『
沖
縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
中
で
』（
毎
日
新
聞
社
）。
一
九
七
九
年
　
四
三
歳 
「
奄
美
・
沖
縄
・
琉
球
弧
―
現
代
史
か
ら
の
視
角
」（『
新
沖
縄
文
学
』
四
一
号
）。
 
日
本
平
和
学
会
春
季
研
究
大
会
で
「
本
土
戦
後
史
に
お
け
る
沖
縄
認
識
」
報
告
。
一
九
八
〇
年
　
四
四
歳 
沖
縄
大
学
副
学
長
（
〜
八
三
年
）。
386新崎　盛暉　年譜
一
九
六
〇
年
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六
〇
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中
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と
の
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い
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九
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一
年
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は
「
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復
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沖
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（
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年
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の
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」
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ま
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。
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事
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所
の
ケ
ー
ス
ワ
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カ
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な
る
。
霜
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正
次
、
国
場
幸
太
郎
、
新
里
恵
二
、
由
井
晶
子
、
古
波
倉
正
偉
、
岡
本
恵
徳
ら
と
沖
縄
問
題
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会
（
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）
一
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二
年
　
二
六
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「
沖
縄
総
選
挙
終
わ
る
」（「
日
本
の
潮
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世
界
』
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三
年
一
月
号
）
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署
名
一
九
六
三
年
　
二
七
歳 
「
転
機
に
立
つ
祖
国
復
帰
運
動
―
沖
縄
問
題
の
現
段
階
」（『
世
界
』
七
月
号
）
一
九
六
四
年
　
二
八
歳 
 
阿
波
根
昌
鴻
と
伊
江
島
を
ま
わ
る
。「
一
二
回
目
の
『
屈
辱
の
日
』
―
沖
縄
の
四
月
二
八
日
」（『
世
界
』
七
月
号
）、「
占
領
下
の
伊
江
島
―
そ
の
苦
難
と
闘
い
の
歴
史
」
（『
世
界
』
八
月
号
）
※
筆
名
・
新
田
暉
夫
。
梅
田
正
己
と
知
り
合
う
。
一
九
六
五
年
　
二
九
歳 
『
沖
縄
問
題
二
十
年
』（
中
野
好
夫
と
共
著
、
岩
波
新
書
）
一
九
六
六
年
　
三
〇
歳 
吉
田
恵
子
と
結
婚
。「
岐
路
に
立
つ
沖
縄
―
基
地
と
施
政
権
」（『
世
界
』
八
月
号
）
一
九
六
七
年
　
三
一
歳 
長
男
盛
吾
生
ま
れ
る
。「
沖
縄
戦
後
史
〈
年
表
と
解
説
〉」（『
世
界
』
八
月
号
）
一
九
六
八
年
　
三
二
歳 
 『
沖
縄
問
題
基
本
資
料
集
』（
南
方
同
胞
援
護
会
）、『
沖
縄
返
還
と
70
年
安
保
』
 
（
現
代
評
論
社
）
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一
九
六
九
年
　
三
三
歳 
『
戦
後
資
料
沖
縄
』（
日
本
評
論
社
）、『
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
沖
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闘
争
』（
亜
紀
書
房
）
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縄
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回
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を
支
援
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る
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」
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成
。『
沖
縄
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縄
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。
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本
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）
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員
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中
国
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外
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六
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次
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波
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書
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運
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刊
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序
説
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
四
号
）
一
九
七
八
年
　
四
二
歳 
 
第
五
回
伊
波
普
猷
賞
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）
受
賞
。
沖
縄
大
学
図
書
館
長
。『
沖
縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
中
で
』（
毎
日
新
聞
社
）。
一
九
七
九
年
　
四
三
歳 
「
奄
美
・
沖
縄
・
琉
球
弧
―
現
代
史
か
ら
の
視
角
」（『
新
沖
縄
文
学
』
四
一
号
）。
 
日
本
平
和
学
会
春
季
研
究
大
会
で
「
本
土
戦
後
史
に
お
け
る
沖
縄
認
識
」
報
告
。
一
九
八
〇
年
　
四
四
歳 
沖
縄
大
学
副
学
長
（
〜
八
三
年
）。
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一
九
八
一
年
　
四
五
歳 
 
中
野
好
夫
、
高
橋
実
、
我
部
政
男
ら
と
「
琉
球
弧
の
旅
」（
奄
美
大
島
、
加
計
呂
麻
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
へ
）。「
子
ど
も
と
青
年
の
人
格
形
成
を
考
え
る
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
梅
田
正
己
の
高
校
生
文
化
研
究
会
と
共
催
。
一
九
八
二
年
　
四
六
歳 
 
一
坪
反
戦
地
主
会
結
成
、
代
表
世
話
人
と
な
る
。『
沖
縄
現
代
史
へ
の
証
言
上
・
下
』
（
編
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）、『
沖
縄
自
立
へ
の
挑
戦
』（
共
編
著
、
社
会
思
想
社
）。「
沖
縄
で
学
び
、
沖
縄
を
学
ぶ
・
八
二
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
（
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
踏
ま
え
て
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
』
が
企
画
さ
れ
る
）。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
訪
問
。
一
九
八
三
年
　
四
七
歳 
 
沖
縄
大
学
学
長
（
〜
八
九
年
）。
第
五
回
沖
縄
研
究
奨
励
賞
受
賞
。「
沖
縄
戦
記
録
フ
ィ
ル
ム
一
フ
ィ
ー
ト
運
動
の
会
」
結
成
、
運
営
委
員
。『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
開
発
・
離
島
』（
大
城
将
保
、
高
嶺
朝
一
、
山
門
健
一
、
真
栄
里
泰
山
、
長
元
朝
浩
、
宮
城
晴
美
、
安
里
英
子
、
金
城
朝
夫
、
仲
尾
次
清
彦
と
共
著
、
高
校
生
文
化
研
究
会
）。
一
九
八
四
年
　
四
八
歳 
 
第
五
回
沖
縄
研
究
奨
励
賞
（
公
益
財
団
法
人
沖
縄
協
会
）
受
賞
。『
沖
縄
考
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』（
凱
風
社
）
一
九
八
五
年
　
四
九
歳 
 
中
野
好
夫
死
去
。
告
別
式
で
弔
辞
を
読
む
。
金
城
睦
、
我
部
政
男
、
川
満
信
一
ら
と
呼
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び
か
け
人
と
な
り
、「
中
野
好
夫
先
生
を
し
の
ぶ
夕
べ
」
開
く
。
新
川
明
と
対
談
「
沖
縄
に
と
っ
て
〈
復
帰
〉
と
は
何
だ
っ
た
か
」（『
世
界
』
六
月
号
）
一
九
八
六
年
　
五
〇
歳 
米
軍
用
地
二
〇
年
強
制
使
用
公
開
審
理
（
全
一
一
回
）
出
席
。『
沖
縄
・
反
戦
地
主
』
 
 （
高
文
研
）。
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
「
強
制
連
行
の
韓
国
人
軍
夫
と
沖
縄
戦
」
企
画
。
一
九
八
七
年
　
五
一
歳 
強
制
連
行
の
韓
国
人
軍
夫
の
慰
霊
碑
除
幕
式
に
参
列
す
る
た
め
韓
国
訪
問
。
 
「
非
武
装
ア
イ
ヌ
自
治
区
構
想
」（『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』　
復
刊
第
三
号
）。
 
 『
日
本
に
な
っ
た
沖
縄
』（
有
斐
閣
新
書
）。「
天
皇
（
制
）
を
考
え
る
連
続
講
座
」
実
施
。
海
邦
国
体
沖
縄
県
実
行
委
員
会
常
任
委
員
と
国
体
夏
季
大
会
参
与
辞
任
。
一
九
八
八
年
　
五
二
歳 
『
沖
縄
・
天
皇
制
へ
の
逆
光
』（
川
満
信
一
と
共
編
、
社
会
評
論
社
）
一
九
八
九
年
　
五
三
歳 
 『
戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
家
族
問
題
』（
共
編
、
ア
テ
ネ
書
房
）。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
て
学
外
研
究
。「
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
結
成
趣
意
書
（
第
一
次
案
）
―
平
和
で
、
心
豊
か
な
沖
縄
を
求
め
て
」
を
ま
と
め
る
。
一
九
九
〇
年
　
五
四
歳 
 『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
復
刊
九
号
に
て
終
刊
。『
90
年
代
と
沖
縄
の
自
立
文
化
的
・
地
域
的
多
元
主
義
と
統
合
原
理
の
転
換
』（
地
方
自
治
総
合
研
究
所
）
一
九
九
二
年
　
五
六
歳 
 
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
所
長
（
〜
九
八
年
）。『
沖
縄
同
時
代
史
第
一
巻
　
世
替
わ
り
の
渦
の
な
か
で
』
同
『
第
二
巻
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』
同
『
第
三
巻
　
小
国
主
義
の
立
388新崎　盛暉　年譜
一
九
八
一
年
　
四
五
歳 
 
中
野
好
夫
、
高
橋
実
、
我
部
政
男
ら
と
「
琉
球
弧
の
旅
」（
奄
美
大
島
、
加
計
呂
麻
島
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
、
与
論
島
へ
）。「
子
ど
も
と
青
年
の
人
格
形
成
を
考
え
る
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
を
梅
田
正
己
の
高
校
生
文
化
研
究
会
と
共
催
。
一
九
八
二
年
　
四
六
歳 
 
一
坪
反
戦
地
主
会
結
成
、
代
表
世
話
人
と
な
る
。『
沖
縄
現
代
史
へ
の
証
言
上
・
下
』
（
編
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
）、『
沖
縄
自
立
へ
の
挑
戦
』（
共
編
著
、
社
会
思
想
社
）。「
沖
縄
で
学
び
、
沖
縄
を
学
ぶ
・
八
二
教
育
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催
（
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
踏
ま
え
て
『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
』
が
企
画
さ
れ
る
）。
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
訪
問
。
一
九
八
三
年
　
四
七
歳 
 
沖
縄
大
学
学
長
（
〜
八
九
年
）。
第
五
回
沖
縄
研
究
奨
励
賞
受
賞
。「
沖
縄
戦
記
録
フ
ィ
ル
ム
一
フ
ィ
ー
ト
運
動
の
会
」
結
成
、
運
営
委
員
。『
観
光
コ
ー
ス
で
な
い
沖
縄
　
戦
跡
・
基
地
・
開
発
・
離
島
』（
大
城
将
保
、
高
嶺
朝
一
、
山
門
健
一
、
真
栄
里
泰
山
、
長
元
朝
浩
、
宮
城
晴
美
、
安
里
英
子
、
金
城
朝
夫
、
仲
尾
次
清
彦
と
共
著
、
高
校
生
文
化
研
究
会
）。
一
九
八
四
年
　
四
八
歳 
 
第
五
回
沖
縄
研
究
奨
励
賞
（
公
益
財
団
法
人
沖
縄
協
会
）
受
賞
。『
沖
縄
考
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』（
凱
風
社
）
一
九
八
五
年
　
四
九
歳 
 
中
野
好
夫
死
去
。
告
別
式
で
弔
辞
を
読
む
。
金
城
睦
、
我
部
政
男
、
川
満
信
一
ら
と
呼
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び
か
け
人
と
な
り
、「
中
野
好
夫
先
生
を
し
の
ぶ
夕
べ
」
開
く
。
新
川
明
と
対
談
「
沖
縄
に
と
っ
て
〈
復
帰
〉
と
は
何
だ
っ
た
か
」（『
世
界
』
六
月
号
）
一
九
八
六
年
　
五
〇
歳 
米
軍
用
地
二
〇
年
強
制
使
用
公
開
審
理
（
全
一
一
回
）
出
席
。『
沖
縄
・
反
戦
地
主
』
 
 （
高
文
研
）。
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
「
強
制
連
行
の
韓
国
人
軍
夫
と
沖
縄
戦
」
企
画
。
一
九
八
七
年
　
五
一
歳 
強
制
連
行
の
韓
国
人
軍
夫
の
慰
霊
碑
除
幕
式
に
参
列
す
る
た
め
韓
国
訪
問
。
 
「
非
武
装
ア
イ
ヌ
自
治
区
構
想
」（『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』　
復
刊
第
三
号
）。
 
 『
日
本
に
な
っ
た
沖
縄
』（
有
斐
閣
新
書
）。「
天
皇
（
制
）
を
考
え
る
連
続
講
座
」
実
施
。
海
邦
国
体
沖
縄
県
実
行
委
員
会
常
任
委
員
と
国
体
夏
季
大
会
参
与
辞
任
。
一
九
八
八
年
　
五
二
歳 
『
沖
縄
・
天
皇
制
へ
の
逆
光
』（
川
満
信
一
と
共
編
、
社
会
評
論
社
）
一
九
八
九
年
　
五
三
歳 
 『
戦
後
沖
縄
の
社
会
変
動
と
家
族
問
題
』（
共
編
、
ア
テ
ネ
書
房
）。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
に
て
学
外
研
究
。「
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
仮
称
）
結
成
趣
意
書
（
第
一
次
案
）
―
平
和
で
、
心
豊
か
な
沖
縄
を
求
め
て
」
を
ま
と
め
る
。
一
九
九
〇
年
　
五
四
歳 
 『
琉
球
弧
の
住
民
運
動
』
復
刊
九
号
に
て
終
刊
。『
90
年
代
と
沖
縄
の
自
立
文
化
的
・
地
域
的
多
元
主
義
と
統
合
原
理
の
転
換
』（
地
方
自
治
総
合
研
究
所
）
一
九
九
二
年
　
五
六
歳 
 
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
所
長
（
〜
九
八
年
）。『
沖
縄
同
時
代
史
第
一
巻
　
世
替
わ
り
の
渦
の
な
か
で
』
同
『
第
二
巻
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』
同
『
第
三
巻
　
小
国
主
義
の
立
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場
で
』
同
『
第
四
巻
　
柔
ら
か
い
社
会
を
求
め
て
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
修
学
旅
行
』
（
仲
地
哲
夫
、
目
崎
茂
和
、
村
上
有
慶
、
梅
田
正
己
と
共
著
、
高
文
研
）。
一
九
九
三
年
　
五
七
歳 
 
第
一
四
回
沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
文
化
賞
受
賞
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
五
巻
　「
脱
北
入
南
」
の
思
想
を
』（
凱
風
社
）。
岡
本
恵
徳
、
宮
里
千
里
、
平
良
次
子
と
と
も
に
『
け
ー
し
風
』（
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
）
創
刊
。
一
九
九
五
年
　
五
九
歳 
『
新
版
　
沖
縄
・
反
戦
地
主
』（
高
文
研
）
一
九
九
六
年
　
六
十
歳 
 『
沖
縄
現
代
史
』（
岩
波
新
書
）、『
沖
縄
同
時
代
史
第
六
巻
　
基
地
の
な
い
世
界
を
』
（
凱
風
社
）。「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
構
造
的
沖
縄
差
別
と
し
て
の
日
米
安
保
」
栗
原
彬
編
『
講
座
差
別
の
社
会
学
　
第
二
巻
日
本
社
会
の
差
別
構
造
』
弘
文
堂
一
九
九
七
年
　
六
一
歳 
 『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』（
解
放
出
版
社
）、『
沖
縄
同
時
代
史
第
七
巻
　
平
和
と
自
立
を
め
ざ
し
て
』（
凱
風
社
）。「
検
証
・
独
立
論
」（
新
川
明
、
屋
嘉
比
収
、
司
会
岡
本
恵
徳
と
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
一
七
号
）
一
九
九
八
年
　
六
二
歳 
 『
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
　
沖
縄
の
は
な
し
』（『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』
の
韓
国
語
版
）。
韓
国
済
州
島
で
の
第
二
回
東
ア
ジ
ア
平
和
と
人
権
国
際
学
術
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
と
民
衆
」
に
お
い
て
発
表
。
沖
韓
民
衆
連
帯
結
成
、
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
「
韓
国
の
米
軍
基
地
問
題
」
開
催
。
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一
九
九
九
年
　
六
三
歳 
 
沖
縄
平
和
市
民
連
絡
会
結
成
、
代
表
世
話
人
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
八
巻
　
政
治
を
民
衆
の
手
に
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
の
こ
れ
か
ら
平
和
な
島
を
め
ざ
し
て
』（
ポ
プ
ラ
社
）、
『
本
当
に
戦
争
が
し
た
い
の
⁉
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の
』（
天
野
恵
一
と
共
著
、
凱
風
社
）。
二
〇
〇
〇
年
　
六
四
歳 
『
沖
縄
の
素
顔
』（
編
集
、
テ
ク
ノ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
一
年
　
六
五
歳 
 
沖
縄
大
学
学
長
（
〜
〇
四
年
）。『
沖
縄
同
時
代
史
第
九
巻
　
公
正
・
平
和
な
共
生
社
会
を
　
迫
ら
れ
る
沖
縄
の
選
択
』（
凱
風
社
）、『
現
代
日
本
と
沖
縄
（
山
川
出
版
社
）
二
〇
〇
三
年
　
六
七
歳 
 
沖
縄
大
学
理
事
長
（
〜
一
一
年
）。「
占
領
と
は
何
か
」（
板
垣
雄
三
・
林
哲
と
の
討
議
、
『
現
代
思
想
』
九
月
号
）
二
〇
〇
四
年
　
六
八
歳 
 
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
一
〇
巻
　
新
た
な
思
想
は
創
れ
る
か
』（
凱
風
社
）。
二
〇
〇
五
年
　
六
九
歳 
 『
沖
縄
同
時
代
史
別
巻
　
未
完
の
沖
縄
闘
争
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
現
代
史
　
新
版
』
（
岩
波
新
書
）
二
〇
〇
六
年
　
七
〇
歳 
第
一
回
日
本
平
和
学
会
平
和
賞
受
賞
。
二
〇
〇
七
年
　
七
一
歳 
『
基
地
の
島
　
沖
縄
か
ら
の
問
い—
日
米
同
盟
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
』（
創
史
社
）
二
〇
〇
八
年
　
七
二
歳 
『
沖
縄
現
代
史
』
韓
国
版
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場
で
』
同
『
第
四
巻
　
柔
ら
か
い
社
会
を
求
め
て
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
修
学
旅
行
』
（
仲
地
哲
夫
、
目
崎
茂
和
、
村
上
有
慶
、
梅
田
正
己
と
共
著
、
高
文
研
）。
一
九
九
三
年
　
五
七
歳 
 
第
一
四
回
沖
縄
タ
イ
ム
ス
出
版
文
化
賞
受
賞
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
五
巻
　「
脱
北
入
南
」
の
思
想
を
』（
凱
風
社
）。
岡
本
恵
徳
、
宮
里
千
里
、
平
良
次
子
と
と
も
に
『
け
ー
し
風
』（
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
）
創
刊
。
一
九
九
五
年
　
五
九
歳 
『
新
版
　
沖
縄
・
反
戦
地
主
』（
高
文
研
）
一
九
九
六
年
　
六
十
歳 
 『
沖
縄
現
代
史
』（
岩
波
新
書
）、『
沖
縄
同
時
代
史
第
六
巻
　
基
地
の
な
い
世
界
を
』
（
凱
風
社
）。「
現
代
日
本
社
会
に
お
け
る
構
造
的
沖
縄
差
別
と
し
て
の
日
米
安
保
」
栗
原
彬
編
『
講
座
差
別
の
社
会
学
　
第
二
巻
日
本
社
会
の
差
別
構
造
』
弘
文
堂
一
九
九
七
年
　
六
一
歳 
 『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』（
解
放
出
版
社
）、『
沖
縄
同
時
代
史
第
七
巻
　
平
和
と
自
立
を
め
ざ
し
て
』（
凱
風
社
）。「
検
証
・
独
立
論
」（
新
川
明
、
屋
嘉
比
収
、
司
会
岡
本
恵
徳
と
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
一
七
号
）
一
九
九
八
年
　
六
二
歳 
 『
も
う
ひ
と
つ
の
日
本
　
沖
縄
の
は
な
し
』（『
沖
縄
を
知
る
　
日
本
を
知
る
』
の
韓
国
語
版
）。
韓
国
済
州
島
で
の
第
二
回
東
ア
ジ
ア
平
和
と
人
権
国
際
学
術
会
議
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
と
民
衆
」
に
お
い
て
発
表
。
沖
韓
民
衆
連
帯
結
成
、
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
「
韓
国
の
米
軍
基
地
問
題
」
開
催
。
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一
九
九
九
年
　
六
三
歳 
 
沖
縄
平
和
市
民
連
絡
会
結
成
、
代
表
世
話
人
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
八
巻
　
政
治
を
民
衆
の
手
に
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
の
こ
れ
か
ら
平
和
な
島
を
め
ざ
し
て
』（
ポ
プ
ラ
社
）、
『
本
当
に
戦
争
が
し
た
い
の
⁉
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の
』（
天
野
恵
一
と
共
著
、
凱
風
社
）。
二
〇
〇
〇
年
　
六
四
歳 
『
沖
縄
の
素
顔
』（
編
集
、
テ
ク
ノ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
〇
一
年
　
六
五
歳 
 
沖
縄
大
学
学
長
（
〜
〇
四
年
）。『
沖
縄
同
時
代
史
第
九
巻
　
公
正
・
平
和
な
共
生
社
会
を
　
迫
ら
れ
る
沖
縄
の
選
択
』（
凱
風
社
）、『
現
代
日
本
と
沖
縄
（
山
川
出
版
社
）
二
〇
〇
三
年
　
六
七
歳 
 
沖
縄
大
学
理
事
長
（
〜
一
一
年
）。「
占
領
と
は
何
か
」（
板
垣
雄
三
・
林
哲
と
の
討
議
、
『
現
代
思
想
』
九
月
号
）
二
〇
〇
四
年
　
六
八
歳 
 
沖
縄
大
学
名
誉
教
授
。『
沖
縄
同
時
代
史
第
一
〇
巻
　
新
た
な
思
想
は
創
れ
る
か
』（
凱
風
社
）。
二
〇
〇
五
年
　
六
九
歳 
 『
沖
縄
同
時
代
史
別
巻
　
未
完
の
沖
縄
闘
争
』（
凱
風
社
）、『
沖
縄
現
代
史
　
新
版
』
（
岩
波
新
書
）
二
〇
〇
六
年
　
七
〇
歳 
第
一
回
日
本
平
和
学
会
平
和
賞
受
賞
。
二
〇
〇
七
年
　
七
一
歳 
『
基
地
の
島
　
沖
縄
か
ら
の
問
い—
日
米
同
盟
の
現
在
と
こ
れ
か
ら
』（
創
史
社
）
二
〇
〇
八
年
　
七
二
歳 
『
沖
縄
現
代
史
』
韓
国
版
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二
〇
〇
九
年
　
七
三
歳 
 『
沖
縄
『
自
立
』
へ
の
道
を
求
め
て
　
基
地
・
経
済
・
自
治
の
視
点
か
ら
』（
宮
里
政
玄
、
我
部
政
明
と
編
著
、
高
文
研
）。「
国
境
か
ら
平
和
を
考
え
る—
先
島
か
ら
見
え
る
日
本
・
台
湾
・
中
国
」（
大
濱
長
照
と
の
対
談
、『
世
界
』
九
月
号
）。
二
〇
一
〇
年
　
七
四
歳 
 『
沖
縄
戦
後
史
』
と
『
沖
縄
現
代
史
』
を
合
本
し
て
北
京
の
三
聯
書
店
よ
り
中
国
語
版
刊
行
。
沖
縄
（
屋
嘉
比
収
）・
中
国
（
孫
歌
）・
台
湾
（
陳
光
興
）・
韓
国
（
鄭
根
埴
）
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
沖
縄
大
学
土
曜
教
養
講
座
「
ア
ジ
ア
の
な
か
で
沖
縄
現
代
史
を
問
い
な
お
す
」
開
催
。
金
門
島
で
の
第
三
回
東
ア
ジ
ア
批
判
的
雑
誌
会
議
で
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
沖
縄
の
役
割
」
報
告
。
二
〇
一
二
年
　
七
六
歳 
 
沖
縄
大
学
図
書
館
に
寄
贈
し
た
図
書
、
資
料
に
よ
る
「
新
崎
盛
暉
文
庫
」
開
設
。『
新
崎
盛
暉
が
説
く
構
造
的
沖
縄
差
別
』（
高
文
研
）。『
け
ー
し
風
』
第
七
五
号
よ
り
「
私
の
生
き
た
沖
縄
史
、
そ
し
て
世
界
史
」
連
載
開
始
。「
ア
ジ
ア
思
想
上
海
論
壇
」
に
て
「
沖
縄
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
の
『
触
媒
』
と
な
り
う
る
か
」
を
報
告
。「
沖
縄
民
衆
運
動
の
新
し
い
地
平
を
創
ろ
う
」（
山
城
博
治
、
崎
原
盛
秀
と
の
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
七
七
号
）。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
復
帰
〉
四
〇
年
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
」
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
二
〇
一
三
年
　
七
七
歳 
 
第
五
七
回
沖
縄
タ
イ
ム
ス
賞
文
化
賞
受
賞
。『
新
崎
盛
暉
が
説
く
構
造
的
沖
縄
差
別
』
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韓
国
版
が
創
作
と
批
評
社
よ
り
出
版
。
済
州
四
・
三
研
究
所
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
共
存
と
連
携
を
求
め
て
」
で
基
調
講
演
。『
沖
縄
の
自
立
と
日
本
　
「
復
帰
」
四
〇
年
の
問
い
か
け
』（
大
田
昌
秀
、
稲
嶺
恵
一
、
新
川
明
と
共
著
、
岩
波
書
店
）
二
〇
一
四
年
　
七
八
歳 
 『
沖
縄
を
越
え
る—
民
衆
連
携
と
平
和
創
造
の
核
心
現
場
か
ら
』（
編
著
、
凱
風
社
）。
「
歴
史
か
ら
学
び
、
歴
史
を
創
る
闘
い
を
」（
由
井
晶
子
、
目
取
真
俊
、
新
城
郁
夫
と
の
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
八
四
号
）
二
〇
一
五
年
　
七
九
歳 
 
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
・
日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
ど
う
築
い
て
い
く
か
」
に
て
「
沖
縄
か
ら
見
た
日
中
関
係
」
講
演
。
二
〇
一
六
年
　
八
〇
歳 
『
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書
）
二
〇
一
七
年
　
八
一
歳 
 『
私
の
沖
縄
現
代
史
　
米
軍
支
配
時
代
を
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
で
生
き
て
』（
岩
波
現
代
文
庫
）「
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
の
狭
間
で
　
新
崎
盛
暉
の
半
生
か
ら
考
え
る
」（
沖
縄
対
外
間
題
研
究
会
主
催
）。「
新
崎
盛
暉
平
和
活
動
奨
励
基
金
」
設
置
。「
沖
縄
の
平
和
と
人
権
を
守
り
、
沖
縄
を
世
界
の
平
和
の
拠
点
と
す
る
市
民
の
創
造
的
実
践
活
動
、
研
究
活
動
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
す
る
。
第
一
回
助
成
交
付
式
（
六
月
）。
辺
野
古
基
地
問
題
で
不
当
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
山
城
博
治
の
公
判
を
傍
聴
し
た
後
、
急
性
大
動
脈
解
離
で
倒
れ
て
緊
急
搬
送
さ
れ
緊
急
手
術
（
一
一
月
二
〇
日
）。
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沖
縄
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、
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を
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し
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北
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」
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一
二
年
　
七
六
歳 
 
沖
縄
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学
図
書
館
に
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し
た
図
書
、
資
料
に
よ
る
「
新
崎
盛
暉
文
庫
」
開
設
。『
新
崎
盛
暉
が
説
く
構
造
的
沖
縄
差
別
』（
高
文
研
）。『
け
ー
し
風
』
第
七
五
号
よ
り
「
私
の
生
き
た
沖
縄
史
、
そ
し
て
世
界
史
」
連
載
開
始
。「
ア
ジ
ア
思
想
上
海
論
壇
」
に
て
「
沖
縄
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
の
『
触
媒
』
と
な
り
う
る
か
」
を
報
告
。「
沖
縄
民
衆
運
動
の
新
し
い
地
平
を
創
ろ
う
」（
山
城
博
治
、
崎
原
盛
秀
と
の
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
七
七
号
）。
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「〈
復
帰
〉
四
〇
年
、
こ
れ
か
ら
の
四
〇
年
」
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
。
二
〇
一
三
年
　
七
七
歳 
 
第
五
七
回
沖
縄
タ
イ
ム
ス
賞
文
化
賞
受
賞
。『
新
崎
盛
暉
が
説
く
構
造
的
沖
縄
差
別
』
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国
版
が
創
作
と
批
評
社
よ
り
出
版
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済
州
四
・
三
研
究
所
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
共
存
と
連
携
を
求
め
て
」
で
基
調
講
演
。『
沖
縄
の
自
立
と
日
本
　
「
復
帰
」
四
〇
年
の
問
い
か
け
』（
大
田
昌
秀
、
稲
嶺
恵
一
、
新
川
明
と
共
著
、
岩
波
書
店
）
二
〇
一
四
年
　
七
八
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 『
沖
縄
を
越
え
る—
民
衆
連
携
と
平
和
創
造
の
核
心
現
場
か
ら
』（
編
著
、
凱
風
社
）。
「
歴
史
か
ら
学
び
、
歴
史
を
創
る
闘
い
を
」（
由
井
晶
子
、
目
取
真
俊
、
新
城
郁
夫
と
の
座
談
会
。『
け
ー
し
風
』
第
八
四
号
）
二
〇
一
五
年
　
七
九
歳 
 
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
・
日
本
中
国
友
好
協
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
ど
う
築
い
て
い
く
か
」
に
て
「
沖
縄
か
ら
見
た
日
中
関
係
」
講
演
。
二
〇
一
六
年
　
八
〇
歳 
『
日
本
に
と
っ
て
沖
縄
と
は
何
か
』（
岩
波
新
書
）
二
〇
一
七
年
　
八
一
歳 
 『
私
の
沖
縄
現
代
史
　
米
軍
支
配
時
代
を
日
本
（
ヤ
マ
ト
）
で
生
き
て
』（
岩
波
現
代
文
庫
）「
沖
縄
と
ヤ
マ
ト
の
狭
間
で
　
新
崎
盛
暉
の
半
生
か
ら
考
え
る
」（
沖
縄
対
外
間
題
研
究
会
主
催
）。「
新
崎
盛
暉
平
和
活
動
奨
励
基
金
」
設
置
。「
沖
縄
の
平
和
と
人
権
を
守
り
、
沖
縄
を
世
界
の
平
和
の
拠
点
と
す
る
市
民
の
創
造
的
実
践
活
動
、
研
究
活
動
を
助
成
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
す
る
。
第
一
回
助
成
交
付
式
（
六
月
）。
辺
野
古
基
地
問
題
で
不
当
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
た
山
城
博
治
の
公
判
を
傍
聴
し
た
後
、
急
性
大
動
脈
解
離
で
倒
れ
て
緊
急
搬
送
さ
れ
緊
急
手
術
（
一
一
月
二
〇
日
）。
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二
〇
一
八
年
　
三
月
三
一
日 
肺
炎
の
た
め
死
去
。
享
年
八
二
歳
。
〈
参
考
文
献
〉
＊
新
崎
盛
暉
「
略
年
譜
」『
私
の
沖
縄
現
代
史
』
岩
波
現
代
文
庫
（
二
〇
一
七
年
）
＊ 
新
崎
盛
暉
「
私
が
生
き
た
沖
縄
史
、
そ
し
て
世
界
史
⑬
・
⑭
」
・
「
沖
縄
を
生
き
て
⑮
〜
㉒
」『
け
ー
し
風
』
第
八
七
〜
九
七
号
　
新
沖
縄
フ
ォ
ー
ラ
ム
刊
行
会
議
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
八
年
一
月
）
＊ 
若
林
千
代
「
新
崎
盛
暉
氏
に
つ
い
て
」『
新
崎
盛
暉
文
庫
目
録
―
図
書
編
―
』
沖
縄
大
学
図
書
館
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
＊
戸
邉
秀
明
「
学
会
消
息
◇
新
崎
盛
暉
氏
の
訃
」『
日
本
歴
史
』
八
四
二
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
＊
「
追
悼
・
新
崎
盛
暉
先
生
」『
け
ー
し
風
』
第
九
九
号
（
二
〇
一
八
年
七
月
）
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新
崎
盛
暉
　
主
要
著
作
目
録
・
追
悼
関
連
記
事
【
単
著
】
『
沖
縄
返
還
と
70
年
安
保
』
現
代
評
論
社
（
一
九
六
八
）
『
沖
縄
奪
還
と
憲
法
　
七
〇
年
安
保
廃
棄
の
核
心
は
何
か
』（
護
憲
大
学
読
本
八
　
七
〇
年
安
保
を
考
え
る
）
社
会
新
報
（
一
九
六
九
）
『
沖
縄
の
歩
い
た
道
』（
ポ
プ
ラ
・
ブ
ッ
ク
ス
）
ポ
プ
ラ
社
（
一
九
七
三
）　
『
戦
後
沖
縄
史
』（
戦
後
史
双
書
）
日
本
評
論
社
（
一
九
七
六
）　
『
沖
縄
・
世
替
わ
り
の
渦
の
中
で
』
毎
日
新
聞
社
（
一
九
七
八
）
『
沖
縄
考
　
琉
球
弧
の
視
点
か
ら
』
凱
風
社
（
一
九
八
四
）
『
沖
縄
・
反
戦
地
主
』
高
文
研
（
一
九
八
六
）
『
日
本
に
な
っ
た
沖
縄
』（
有
斐
閣
新
書
）
有
斐
閣
　
（
一
九
八
七
）　
『
90
年
代
と
沖
縄
の
自
立
　
文
化
的
・
地
域
的
多
元
主
義
と
統
合
原
理
の
転
換
』（
自
治
総
研
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
地
方
自
治
総
合
研
究
所
（
一
九
九
〇
）
『
世
替
わ
り
の
渦
の
な
か
で
』（
沖
縄
同
時
代
史
第
一
巻
　
一
九
七
三
〜
一
九
七
七
）
凱
風
社
（
一
九
九
二
）
※
『
沖
